
2.26事件／渡辺錠太郎と岡山の建築家
－その時の思い－

講演会
□講師 上田恭嗣 ノートルダム清心女子大学教授
□日時 2017年2月25日（土） 10:30～12:00
□会場 朝日新聞 岡山総局 3階会議室

岡山市北区野田屋町1-12-11
TEL：086-225-4301 (駐車場はありません)

□定員 先着60名 入場無料（申し込み不要） 柳川ロータリー北･徒歩3分

渡辺錠太郎邸

渡辺錠太郎 柳井平八 薬師寺主計

昭和11(1936)年2月26日の早朝に襲撃された渡辺錠太郎邸は、陸軍省時代の建築技師薬師寺主計（総社市出身）
の部下であった柳井平八（高梁市成羽町出身）が設計し、施工は薬師寺の推挙で藤木工務店が対応した。
挙兵させられた多くの若き兵士は、薬師寺が陸軍省時代に建築に大きく関与した歩兵第三聯隊兵舎からでも
あった。時代の変容に心乱される大事件が起こった。
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(一社)岡山県建築士会／岡山建築設計クラブ／朝日新聞岡山総局
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